
非線形・むだ時間系の制御系設計
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Tel（Tel&Fax）： 0238-26-3247

内容：
システム制御工学は1970年代から著しい発展を遂げ，古典制御
論や現代制御論と呼ばれる理論体系を基礎にし，常に新しい展開
を見せています．今日の科学技術を駆使した生産・輸送・社会・環
境基盤には，システム制御工学が重要な役割を担っています．

制御系設計を行うにあたって求められることは，システムを思い
通りに動かせることを第一としますが，そのためには制御系の安定
性の保証がどうしても必要となります．当研究室では，制御対象が
非線形でモデリングされるシステムや信号・情報の遅延を考慮しな
ければならないむだ時間系に対し，制御系の安定性を保証した
様々な設計手法の開発を行っています．具体的な内容は以下の通
りです．

１．非線形な制御対象をファジィモデルで表現し，その出力が追従
させたい安定なモデルに漸近的に一致するような制御則を構成す
る．制御系全体が安定であるための条件を明示し，数値例で応答
性と安定性を確かめる．

２．むだ時間を含むシステムに対し，作用素ベクトルや状態予測を
用いてモデル追従形制御則を構成し，制御系全体が安定となるた
めの条件を導出する．数値例で応答性や安定性を確かめる．
３．１，２の制御手法の実用を図る．
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参照モデル

制御対象
（非線形系）
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